
開催形式：ハイブリッド形式

【対面会場】名古屋大学･アジア法交流館 2階

アジアコミュニティフォーラム

【オンライン】Zoom（申込後にURLをお知らせします）
使用言語：日本語（Session I＆Session II）、英語（Session III）

主 催：名古屋大学法政国際教育協力研究センター（CALE）、

名古屋大学大学院法学研究科、日本法教育研究センター・コンソーシアム

助 成：村田学術振興･教育財団、名古屋大学国際会議助成金、名古屋大学特定基金･

アジア法律家育成支援事業

CALE Annual Conference 2026

お申し込みはこちらから

12月5日(土) 11：00～18：00
開会挨拶・全体趣旨説明 村上正子（名古屋大学大学院法学研究科教授、CALEセンター長）

Session I ：ワークショップ

「デジタルプラットフォーム労働者の法的地位と社会的保護に関する比較法的考察」

報告者：

和田肇（名古屋大学名誉教授）

Dr. Phan Dang Hoang Truc（長島・大野・常松法律事務所ホーチミン市オフィス弁護士）

Dr. Sreang Sim（王立法律経済大学講師）

Dr. Nomun Baatar（国連開発計画(UNDP)プロジェクト（環境・気候変動省）リーガル・コンサルタント）

Dr. Khasanboy Rakhimberganov（タシケント国立法科大学上級研究員）

2026年

12月5日(土)

12月6日(日)

開催

12月6日(日) 11：00～16：15
Session II ：次世代研究者による報告
報告者：

「近代的土地所有権の成立とその法的課題：明治日本の経験に基づく現代カンボジアへの展望」

Dr. Sou Yaly（京都大学東南アジア地域研究所助教）

「モンゴルにおける遊牧型牧畜業所得課税制度の可能性と限界」

Nyamsuren Lkhamtseren（モンゴル国立大学法学部専任講師）

Session III： Two Decades of Judicial Reform in Mongolia, Uzbekistan, and Vietnam: 

Reflections from Within the Legal Systems
(English)

報告者：

Representative from Mongolia

Dr. Ahadjon Khakimov (Director of the Research Center, Tashkent State University of Law)

Dr. Phan Thi Lan Huong (Associate Professor, Head of the International Cooperation Office, Hanoi Law 

University)

■Comment

Commentator:  Fumito Sato (Professor, Graduate School of Law, Nagoya University)

17：00～19：00 同窓生・関係者交流会/ Alumni & Partners Gathering＠名古屋大学・生協南部食堂

連絡先：
名古屋大学法政国際教育協力研究センター

Web： https://cale.law.nagoya-u.ac.jp/event/annual-conference-2026
e-mail：cale-jimu@law.nagoya-u.ac.jp
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